
〇土工等について 

１．土工 

（１）床掘り

① 床掘り勾配及び余裕幅

オープン掘削の床掘り勾配は、下表のとおりとする。

初 S61.4. 7-48
改  S62.3. 6-12
改  S63.3
改  H 1.3
改  H 6.4. 1 
改  H 7.7. 1
改  H 8.7. 1
改  H12.7.15
改  H14.7.15
改  H16.7.15
改  H18.7.15
改 H26.7.15 
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② 断面積

a)オープン掘削の場合

施工基面からの床掘り深さにより、下図を参照して施工基面から 5ｍまでの部分を A

領域、施工基面から 5ｍを超える部分を B領域に区分して算出する。 

b)土留掘削の場合

施工基面から床掘り深さにより、下図を参照して施工基面から 5ｍまでの部分を A

領域、施工基面から 5ｍを超える部分を B領域に区分して算出する。 

(ｱ) 自立式土留工の場合
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(ｲ) 切梁式土留工の場合 

施工基面から床掘り深さにより、下図を参照して施工基面から最上段切梁の下

部 1ｍ以下の部分を A領域、施工基面から 5ｍ以下の部分を B領域、施工基面から

5ｍを超え 20ｍ以下の部分を C領域、施工基面から 20ｍを超える部分を D領域に

区分して算出する。 

③ 距離のとり方

構造物あるいは、鋼矢板（センター）の距離とする。

ただし、Ｈ鋼親杭の場合は、Ｈ鋼前面までとする。
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（２）埋戻し 

①

② 距離のとり方

構造物あるいは、鋼矢板（センター）の距離とする。

ただし、Ｈ鋼親杭の場合は、Ｈ鋼前面までとする。

条件区分は，次表を標準とする。 

なお，擁壁等で前背面の最大埋戻幅が異なる場合は，広い方の領域を基準とし，狭い方も同一条件区分を適 

用するものとする。 

５．最小埋戻幅が 4m以上の場合は，最大埋戻幅に関係なく，最小埋戻幅 4m以上を適用する。 

６．はねつけ機械の搬入が困難な場合は，施工方法を現場制約あり，締固め有りとする。 

７．機械施工が困難な場合において,小運搬や盛土法面整形が必要な場合は,別途計上する。 

８．締固めを伴わない作業等，本施工パッケージによることが著しく不適当と判断される場合は別途考慮する。 

(注)１．上表は，構造物の築造及び撤去後の床掘部のはねつけ，埋戻し，敷均し・締固め等，補助労務(敷均し及び 

タンパ締固め補助)，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費(損料を含む)を含む。 

２．施工方法「上記以外(小規模)」とは，１箇所当たりの施工土量が 100m3程度まで，又は平均施工幅 1m未満 

の床掘りに伴う埋戻しで，「１箇所当り」とは，目的物１箇所当りであり，目的物が連続している場合は，連

続している区間を１箇所とする。 

３．施工方法「現場制約あり」とは，機械施工が困難な場合。 

４．埋戻幅 

最大埋戻幅：下図における埋戻幅(Ｗ1) 

最小埋戻幅：下図における埋戻幅(Ｗ2) 

施工方法 土質 締固めの有無 

最小埋戻幅 4m以上 － － 

最大埋戻幅 4m以上 － － 

最大埋戻幅 1m以上 4m未満 － － 

最大埋戻幅 1m未満 － － 

上記以外(小規模) 土砂 － 

現場制約あり 

土砂 
有り 

無し 

岩塊・玉石 
有り 

無し 

表３．１ 埋戻し 積算条件区分一覧 

  （積算単位：m3）
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（３）残土処理 

残土処理の土量は地山土量とし、埋戻しの土量変化率（Ｃ）を考慮する。 

（例）残土量＝床掘り量－埋戻し量×土量変化率（１／Ｃ）  

（４）控除土量 

① 横断構造物等（管渠、函渠、樋門等）において、現地盤線以上の断面積が１ｍ2以上

となる場合は、盛土量からこれを控除する。 

② 構造物に裏込め材を使用する場合には、盛土量からこれを控除し、別途裏込め材（セ

レクト材）の数量を算出する。 
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２．河川土工 

（１）残土処理（河川工事における運用）            （S56.3.13 河 184） 

 河川工事における発生残土の取扱は改良工事及び災害復旧工事に分け次のとおり処理

するものとする。設計に当ってはこの処理方針を参考とし、現場状況に応じて処理方針

を決め設計すること。 

1) 改良工事の場合

改良工事にあたっては河積の確保が目的であることから、工事における発生残土は

陸上残土する必要がある。このため、処理残土量の決定は締切り工法等により次のと

おり扱うものとする。 

(ｱ) 矢板による仮締切を行う場合 

流水による掘削土の流出はないと考え、発生残土は 100％処理するとして計上す

る。 

(ｲ) 瀬替工を行う場合 

(ｱ)と同様とする。 

(ｳ) 土俵、蛇籠、掘削土による仮締切を行う場合 

締切土砂の流出が考えられることから、残土処理量は流出率を 10％として、90％

の処理を計上する。 

(ｴ) 仮締切を行わない場合 

浚渫のみの工事等、仮締切を全く行わない工事においては、工事現場の水量、流

速、土質等を考慮して流出率を決め、残土処理量を算出する。なお、この場合の流

出率は 20％以内とする。 

2) 災害復旧工事の場合

災害復旧工事は護岸復旧を主な目的とする場合が多いことから発生する残土は未改

修区間と改修区間とに分け、次のとおり扱うものとする。 

(ｱ) 未改修区間の場合 

発生残土は原則として掻き均しにより処理する。 

処理量は発生土量の 70％とする。 

なお、特に河積が小さく現場内において処理した場合に支障があるときは陸上処

理するものとし、1)改良工事の場合と同様に計上する。 
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（２）掘削の分類 

河川構造物について 

（３）高水敷部における締固め及び品質管理について 

（S54 全国河川工事課長会議申し合せ事項） 

 
2 - 1 - 7



「床掘」の適用歩掛について 

H16.7.15 

 作業土工の床掘については、工事工種体系上の名称と、歩掛上の作業区分とは異なる

場合があるので、注意が必要である。 

工事工種体系における掘削と床掘の定義 

掘削････現地盤線から施工基面までの土砂等を掘り下げる箇所であり、「埋戻し」を

伴わない箇所である。（下図のＡ領域） 

床掘････構造物の築造または撤去を目的に、現地盤線または施工基面から土砂等を

掘り下げる箇所であり、「埋戻し」を伴う箇所である。（下図のＢ、Ｂ’領域） 

バックホウ掘削における歩掛上の作業区分 

施工基面より上方の施工････バックホウ掘削積込 

施工基面より下方の施工････バックホウ床掘（作業土工） 

下図の床掘のうち、Ｂ’領域については、数量算出上は「床掘」であるが、実作業は

「掘削」行為となるため、歩掛は「バックホウ掘削積込」を適用する。 

積算にあたっては、作業実態を考慮の上、適用する歩掛を決定する。 
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４．単価表 

（１）不整地運搬車1日当り単価表

名  称 規  格 単位 数  量 摘  要 

不 整 地 運 搬 車 運 転 

クローラ型・油圧ダンプ式積載

質量 4.0t 

クローラ型・クレーン装置付

積載質量 3.5t クレーン装置

2t吊 

日 1.0 

普 通 作 業 員 人 
積卸し歩掛×１日

当り運搬量 
表3．1 

特 殊 作 業 員 〃 〃 〃 

計 

（２）機械運転単価表

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

不 整 地 運 搬 車 

クローラ型・クレーン装置付

積載質量 3.5t クレーン装置

2t吊 

機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→30 

機械損料数量→2.10 

クローラ型・油圧ダンプ式 

積載質量 4.0t 
機－１８ 

運転労務数量→1.00 

燃 料 消 費 量→65 

機械損料数量→1.57 
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